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Middle to late Pleistocene formations were investigated in the Musashino upland areas, Tokyo, based on geological, 
topographical sequences (new subdivision), and the paleoenvironmental aspects. Three new major drilling cores and in 
addition a great number of pre-existing drilling core data in the Musashino Upland areas were used. Several tephra layers 
obtained from the cores, including previously reported tephra layers, were correlated to known major wide-spread tephra 
layers using petrographic properties and major element chemical analyses of glass shards; for example, Ata-Th (MIS7), 
TCu-1(Tm-2) (MIS7), Tky-Ng1 (MIS9), Yb5(GoP1) (MIS9), So-OT (MIS9), and probably TE-5a (MIS11). Luminescence 
dating in this study, yielded almost concordant results to the stratigraphic positions by tephra layers. Foraminifer and dia-
tom analyses gave sedimentary environments of each core. These results show that 4 cycles, probably 5 cycles of trans-
gressions and deposits are distributed in Tokyo; MIS1, MIS5.5, MIS7, MIS9 and probably MIS11,
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1．はじめに―研究小史―

近年，武蔵野台地の地形区分や地質層序の検討が盛ん

に進められている。

日本の地質学黎明期においては，東京の台地部 （山の

手台地） からは多数の貝化石露頭が発見され記載され

た。Yabe （1911） は，品川貝層，王子貝層，田端貝層な

どを “Tokyo Series” （東京層） としたが,この頃の東京層

は中・後期更新統をほぼ包括したものだったと考えられ

る。近年貝化石を中心とする研究史がまとめられた （川

辺ほか，2018）。

関東ローム研究グループ （1965），貝塚 （1958） 等は，

淀橋台，荏原台，田園調布台など下末吉面に相当するも

のをS面とし，武蔵野面群をM面，多摩面と立川面を加

えて，日本の中期更新世以降の地形・地質の標準とし

て，多摩Ⅰ，多摩Ⅱ，下末吉，武蔵野，立川，の各期に

区分した。

横浜～東京の中・後期更新世の地形・地質には主に箱

根火山起源のテフラが関わっていたことを背景に，1970

年頃から，箱根火山テフラの調査が大磯丘陵～横浜・多

摩丘陵を中心に重点的に行われ，下末吉期のみならず，

多数に細分された多摩期の多くのテフラが記載された

（町田・森山，1968；遠藤・上杉，1972；町田ほか，

1974；上杉，1976；町田ほか，1980；上杉ほか，2000，町

田・新井，2003など）。箱根火山を主供給源とする多摩

期の膨大な数のテフラは，上杉 （1976） 等によりすべて

に名前が付されたが，それぞれの境界は不整合期 （斜交

層準）にあたり，下位からTl （雑色，下庭，藤沢各ロー

ム層），Tm （早田，七国峠各ローム層），Tu （土屋ロー

ム層） の 3期に大区分され，さらに最下部に柄沢ローム

層が置かれた。一方，町田ほか （1974） 等では，各堆積

面を覆うテフラを基準として区分されるTE, TD, TC, 

TB, TA の 5期に区分され,主要テフラに対して屈折率を

主とする特性が明らかにされた。また，これらの下位に

柄沢ローム層に相当するTF が置かれ，上総層群の最上

部に位置するKs5 が柄沢ローム層のKr-16テフラ （第1ミ

ガキズナ：上杉，1976） にあたるとされた （町田ほか，

1980）。

両者のテフラ名称は異なる。基本となる考え方が異な

るため，本稿では両者の名称を併記した。

一方，千葉県の下総台地を中心に下総層群の研究が精

力的に行われた結果，下位より，地蔵堂層，藪層，上泉

層，清川層，横田層，木下層，常総層とされた （徳橋・

遠藤，1984）。地形やテフラについても詳細に研究され

た （杉原ほか，1978など）。

町田 （2008，2009） は「過去43万年間の地形と地層」

を大磯丘陵から横浜を中心にとりまとめた。43万年と

いうのは特別な意味があり，43万年前の寒冷期 （MIS12）

は特に寒冷で，その後のMIS11の海進は顕著な地蔵堂

海進にあたることから，地蔵堂層の基底を43万年前と

して，グローバルな海面変動 （気候変動） の枠組みを設

定した。横浜南部では地蔵堂層相当層を覆う港南台ロー

ム層のTE-5テフラと，その下位のユニットにある屛

風ヶ浦層のKs5 テフラ （上総層群最上部の笠森層に対

比） を基準として，テフラを基礎とする関東平野の地

形・地質層序と海面変動 （気候変動） の枠組を示した。

このように，関東地方の地層や地形の変遷は，主にテフ

ラを手段として，酸素同位体比編年 （グローバルな海水

準変動や気候変動のサイクリックな変動史） に位置付け

られた。大磯丘陵から下総層群にわたるその編年表は多

くの研究の原点として用いられている。本研究もこれを

土台とする。

最近の動向

遠藤ほか （2019） は，最新の国土地理院DEM データ

と大量のボーリングデータの活用に基づき，武蔵野台地

の地形の再区分を行った。

一方，近年，武蔵野台地におけるオールコアボーリン

グの実施が進められている。もともと1990年前後に東

京都土木研究所で100mボーリングが都区部で30本余り

実施され，都港湾局により臨海部で10本余のオールコ

アボーリングが行われたが，当時は分析を含めて詳細な

研究はなされなかった。新たなボーリング掘削に加え，

過去のコアの再検討も進められている。産業総合技術研

究所 （以下産総研） では分析の実施されたコアを基準

ボーリングとして層序の検討を進めている。

東京層は代々木公園コアにおいて遠藤ほか （1996） で

定義されたが，現在は木下層と同様，MIS6 の海退期か

らMIS5.5 の海進期までをカバーするものとして再定義

された （中澤ほか，2020）。

地形面からも，貝塚 （1976） などに明らかにされた淀

橋台，荏原台，田園調布台などの下末吉面 （S面） 以外

に，板橋区大山や徳丸－成増地区などに断片的に分布す

るＳ面の存在とその意味 （遠藤，2017），多摩丘陵の広域

的侵食と軟弱な世田谷層 （東京層），等々，台地地下の

地質層序が問われている （遠藤・杉中，2021など）。

産総研からは「都市域の地質地盤図―東京区部―」

（納谷ほか，2021） が公表されるに至り，多くの地質デー

タを共有できる条件が整いつつある。

数10m間隔でボーリングデータがあるほど，大量の
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として，武蔵野台地北東部を中心に，C層 （赤羽台層）

にTCu-1 （Tm-2） と共に，ほぼ同層準にAta-Thを認定

し，ルミネッセンス年代によりD層 （本稿では文京層）

を捉えるとともに，D層からはTky-Ng1やYb5 （GoP1）

などのテフラに基づく藪層との対比を検討した （遠藤ほ

か，2021a, b；鈴木・遠藤，投稿中）。

このように，既存ボーリングの解析に基づいて区分さ

れる堆積ユニットに時間軸を加えていくことが必須に

なっている。

東京都23区内の既存ボーリングデータは数万本公開

されている （東京都「東京の地盤」）。これに独自に収集

したデータを合わせた大量のデータを解析するため，基

準となるボーリングデータが必要である。関東地方の千

葉県，埼玉県，東京都を中心に地盤解析を進めている産

総研は多くのオールコアボーリングを実施して，基準

ボーリングとして地下地質の判定の基準に用いている。

筆者らも同様の考え方で，東京23区内で2本，三鷹市で

1本の新規オールコアボーリングを実施した。これらに

実施済みのオールコアボーリングのうちテフラ分析結果

が公表されたもの （植村ほか，2020） 1本，産総研関係

（中澤ほか，2019；納谷ほか，2020；納谷ほか，2021） の

12本，その他 （杉原，1979；柳田ほか，2012；鈴木ほか，

2021；鈴木・西澤，2022；東京都港湾局が実施したオー

ルコアボーリング） 2本，地盤調査用ボーリングコアの

内テフラ分析がなされたもの （鈴木・遠藤，投稿中） 7本

の計25本を基準ボーリングとした （表 1，図 2，図 3）。

以上を踏まえて，本稿は従来，また新たに見出された

テフラの対比を記載岩石学的性質だけでなく，火山ガラ

スの主成分化学組成の検討を加えて，その対比の確度を

高め，上記のテフラ対比を見直すとともに，ルミネッセ

ンス年代も参考に，MIS6-5.5，MIS7，MIS9 を中心とし

て武蔵野台地の中・後期更新世の地質層序，古地形面を

検討する。

本研究で用いる地層名はテフラを主要な基準とする町

田 （2009），上杉 （1976ほか），中里 （1999） 等の基本層

序の枠組を基礎として作成された図 1に基づく。東京層

（B 層），赤羽台層 （C層），文京層 （D層）のB 層，C

層，D層はボーリングデータ解析において用いられた仮

称であるが，便宜上併用する。なお，沖積層 （A層） は

本研究の主要課題には含まれないが，A, B, C, D, E は過

去43万年間の海進・海退サイクルに対応する。

新称について

赤羽台層：大量のボーリングデータを扱って層序を検

討する過程で仮に用いた築地層 （C層） は，後述するよ

データが集積し，まだその数は十分とは言えないが，テ

フラの対比がなされ，時間軸を具えたボーリングコア

（基準ボーリング） が増加してきた中で，関東平野の中

でやや遅れ気味になっている武蔵野台地の地下地質層序

を見直し，東京の中・後期更新世の枠組を捉えなおそう

とするのが本研究の目的である。

なお，本稿における武蔵野台地とは，青梅市を扇頂と

し，東京23区の西半分まで広がる武蔵野扇状地と，そ

の東部の下末吉面相当面 （S面） を主体とし，一部武蔵

野面からなる山の手台地を包括するものである。つまり

武蔵野台地とは，上記全域の台地部をさす。

2. 武蔵野台地の地形および地下地質の解明に向け
て：本研究の目的

2019年以後，再び研究が活発化した。特に，産総研に

よるオールコア試料に基づく研究が進展しつつあり （中

澤ほか，2019，2020；納谷ほか，2020，2021），また筆者

らも，武蔵野台地の地形区分の見直し （遠藤ほか，

2019），オールコア試料やボーリング試料に基づき武蔵

野台地における中・上部期更新統について検討を進めて

き た （ 植 村 ほ か，2020； 遠 藤 ほ か，2020； 遠 藤，

2021a,b；杉中，2021；鈴木・遠藤，投稿中）。文京区本

郷台地では，阿多鳥浜 （Ata-Th） テフラ，箱根起源の

TCu-1 （Tm-2） テフラ，藪層のYb5 （GoP1） テフラ，およ

び高山・Ng-1 （Tky-Ng1） テフラに対比される可能性の

あるテフラが報告された （鈴木ほか，2020；鈴木・遠藤，

投稿中）。また，ルミネッセンス年代測定法の進歩によ

り，中・後期更新世にも同年代測定法の適用が可能と

なってきた。

同時に，東京都は23区を中心に既存ボーリングデー

タを大量に公開した （東京の地盤デジタル版）。ボーリ

ングデータの詳細な解析によって，浅層の地下地質構造

を，主として挟在される礫層によって堆積サイクルを分

けることが可能となってきた。ただし，その大きな弱点

はテフラなどの年代軸を欠くことにある。

産総研は，関東平野において多くのオールコアボーリ

ングを行い，テフラを検討して基準ボーリングとし，そ

れを基に解析を進めてきた。武蔵野台地においてもテフ

ラで裏付けされた基準ボーリングを増強して，東京23

区域の中・後期更新世の地下構造の大枠を示した （納谷

ほか，2021）。そこでは，東京層に関わるSIP （KlP），上

泉層に対応するTCu-1，藪層に対応するYb5 （GoP1），

Yb1.5，So-TNを認定して，上泉層相当層や藪層相当層

の存在を明らかにした。

筆者らも，新たな地形区分 （遠藤ほか，2019） を基礎
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3．研究の方法

3.1　古環境分析

本研究において新たに採取した 3本のコアについて

は，岩相記載 （泥炭層・土壌層，生痕，貝化石層などを

含む） の後，主に有孔虫，貝形虫，珪藻分析，およびテ

フラ分析，ルミネッセンス年代測定を実施した。

有孔虫の試料処理については，以下の手順で実施した

（貝形虫についても同様の手順で行ったが有意な結果が

得られなかったため，本稿には含めない）。

①試料の乾燥・粉砕

② 乾燥試料20 gを採取しビーカーに入れ，熱湯を注ぎ

約1日放置

③十分に試料がくずれない場合は30分～1時間煮沸

④ 煮沸後，3.75φ （74μm） の篩で水洗いを行い，篩上

の残渣試料を乾燥

⑤ 有孔虫化石が200個体程度得られるように乾燥した

残渣を1/2～1/16に分割し，分割試料をシャーレに

ばらまき，実体顕微鏡20～40倍で，細筆を用いて

有孔虫化石を摘出

⑥ 摘出した有孔虫化石を同定し，各種の産出頻度を計

算し，古環境の解析を行う

うに赤羽台コア （図 2：No.6） においてAta-Th，TCu-1

（Tm-2） 両テフラを下部に挟在する地層単位が明確に認

められたため，本稿では築地層を改め，赤羽台層として

定義する （C層も併用する）。模式地は北区赤羽台。5.で

詳しく述べる。

文京層：ボーリングデータ解析の過程で用いたD層

であるが，文京区本郷 （図 2：No.8, No.9） で基準となる

テフラTky-Ng1が確認されたため，文京層とする。納谷

ほか （2021）では，本郷に近い上野公園コア （図 2：

No.10） の相当層を，藪層の基準テフラのYb5 （GoP1） や

Yb1.5を認め，藪層とした。5.で詳しく述べる。

以上のように，本研究は産総研によるもの12本を含

めて合計25本の基準ボーリング （図 2，図 3，表 1） を

基礎として，大量に存在する既存ボーリングデータを活

用して基準となる断面図を作成することにより，Ｍ面や

S面下に伏在する中期更新世の赤羽台層 （上泉層相当）

や文京層 （藪層相当） の識別を図り，それらに基づいて

武蔵野台地の発達過程を検討する。その中で，武蔵野台

地の地形区分にフィードバックさせて，埋没した古地形

面 （礫層の基底面など） を含めた地形発達史を検討する。

なお，紙数の関係で，本稿では基準ボーリングの設定ま

でを扱い，断面図に基づく中・後期更新世の地層や地形

については，稿を改めて議論する。

図1　本研究で使用する地質層序名
町田 （2009），上杉ほか （2000），中里 （1999） に基づき加筆修正
テフラの後の （　） の数字は推定年代 （ka）
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直方輝石 （斜方輝石，opxと表記），普通角閃石 （hoと表

記） を抽出し，屈折率を測定した。そのほかの鉱物とし

て，単斜輝石 （cpx），カミングトン閃石 （cum），黒雲母

（bt），磁鉄鉱 （mt），石英 （qz），長石類 （fsp） などが検

出される。屈折率測定は3～4φ試料を主対象とし，一

部試料について2～3φ試料を用いた。屈折率測定粒子

数は30粒を基準とした。火山ガラスの屈折率 （n），お

よびopxの劈開片の最大屈折率 （γ），hoの劈開片の最

3.2　テフラ分析の方法

3.2.1　テフラの記載岩石学的性質

試料処理の手順は，コア試料の岩相記載を行う過程

で，肉眼でわかる火山灰質なものを試料とした。前処理

は，十分にほぐした後，約20分間超音波洗浄を行い，

70℃で乾燥後，乾式篩により篩い分けし，2～3φ，3～

4φ篩残渣を重液で鉱物分離し，顕微鏡下で鉱物組み合

わせを確認したのち，それぞれの画分から火山ガラス，

図2　本研究で扱う基準ボーリングの位置
基図は遠藤ほか （2019） の地形区分図（以下地点番号）　
1練馬北町コア （GS-NM-1），2千早コア （NU-CHY-1），3大山コア （GS-IB-1），4板橋区南町コア （IMN-1），5北区中央公園コア，6赤羽台
コア （NU-AKD-1），7上中里コア （KNZ1-2），8本郷6中コア （HG2），9本郷体育館コア （HG1），10上野公園コア （GS-UE-1），11新宿セン
タービル （SCB），12紀尾井町コア （GS-KO-1），13代々木公園コア，14西麻布コア （NAB），15有栖川宮記念公園コア，16高輪コア（GS-
MT-1），17上池台コア （GS-OT-1），18野毛コア （GS-SE-2），19駒沢公園コア （GS-SE-3），20駒沢大学コア，21上用賀コア （GS-SE-1），22
桜丘コア （NU-SKG-1），23三鷹新川コア （NU-MTS-1），24有明コア （GS-AA-1），25東京港AA10-2コア
　地形区分名 OS: オシ沼面，Ｓ:下末吉面および相当面，NS: 成増面，Ｍ：武蔵野面 （図の範囲では5面に細分），Tc （Tc-1）:立川面
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表1　武蔵野台地における基準ボーリングの位置
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行った。これらを12穴のプラスチック樹脂のタブレッ

トに封入し，鏡面研磨を施したものを分析に使用した。

EPMA による分析条件については，Schmincke et al. 
（2018） の補足資料 （Electronic supplementary material）

に示したものと同じ条件で分析した。

3.3　ルミネッセンス法年代測定

本研究でのルミネッセンス年代測定の方法

ルミネッセンス年代測定法は，堆積物中の石英や長石

などの鉱物粒子の最終露光年代を算出することが可能で

ある。ルミネッセンス年代測定法では，single aliquot 

regenerative dose protocol （以下，SAR法；Murray and 

Wintle, 2000） によって，最終露光後から実験室での測

定時までの総被曝線量 （等価線量） を算出し，別途推定

した 1年間に浴びる自然放射線量 （年間線量） で除する

ことによって，年代値が算出可能である （式1）。

大屈折率 （n2） を求め，そのレンジ （モード） を示す。屈

折率の測定は㈱古澤地質調査所製のMAIOT2000 を用い

て著者が行った。

3.2.2　火山ガラスの主成分元素組成分析

今回採取された 3本のコア，および既存のコア中のテ

フラ，および対比上必要とされる可能性の高い既存収集

テフラ試料 （模式地のテフラなど） について，ドイツの

GEOMAR ヘルムホルツ海洋科学センター所有のEPMA

（JEOL のJXA 8200波長分散型 （WDS） 及びエネルギー分

散型X線 （EDS） の共有型） で，主に火山ガラスの主成

分元素組成について分析を行った。

使用したテフラサンプルは，洗浄し，1φ （0.5 mm） ～

4φ （0.063 mm） で篩い分けをしたものの中から，主に純

度の高い細粒分の 4φを用いた。一部，軽石の組成を比

較するために，軽石のみを抽出して粉砕し，篩い分けを

図3　武蔵野台地における基準ボーリングの柱状図
☆は産総研によるもの
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（掘進長：50m） の 3コアである。その位置を図 2，表 1

に示す。

目的として，既存の大量ボーリングデータの活用のた

め，年代の基準となるテフラを検出することが第 1に挙

げられるが，同時に，大量のボーリングデータからは礫

層の追跡を基準とする複数の埋没谷の存在が確認される

ことから，谷地形を埋積するタイプの砂泥層が海・汽水

成か淡水かなどの古環境の推定が課題になってくるから

である。

三鷹コア （NU-MTS-1） は特に，中澤ほか （2019），植

村ほか （2020） で明らかになった世田谷区の谷埋め状の

東京層 （軟弱な海成層） が内陸側にどこまで追えるかを

チェックすることに置かれた。

赤羽台コア，千早コアはそれぞれ礫層を覆う谷埋め状

の砂泥層が海成か否かを確認することが目的の 1つとさ

れた。

4.1　赤羽台コア（NU-AKD-1，図2 Loc.6））の層序概要

独立行政法人都市再生機構 （UR） の赤羽台団地 （第IV

期） 建替事業に伴う埋蔵文化財発掘調査事業地内の地点

Aで，2020年 6月末～にオールコアボーリングを実施し

た。掘進長は55.0m，地表標高は，TP ＋21.22m，地形

面は遠藤ほか （2019） による武蔵野面 （M2b面） に相当

する。図 4に柱状図を示す。地表から深度 8m付近まで

は発掘調査に伴う深堀トレンチ壁面 （図 4の右上の柱状

図） で観察と試料採取を行った。この部分は新期ローム

層 （立川ローム層と武蔵野ローム層） とこれに整合な砂

層・泥層からなり，従来赤羽砂層と呼ばれてきた部分に

ほぼ相当する （最上部層：図 4のM）。この部分からル

ミネッセンス年代測定用試料を4点採取した。

深度 9m～55mの間には，礫層や泥層，砂層の繰り返

しがあり，礫層 （礫混じり砂層） を区切りとして，深度

9.00m～19.85mをB 層，19.85m～29.30mま で をC層，

29.30m～40.00mま で をD層，40.00m～48.1mをE 層，

48.1m～55.0mをF層と仮称した。E, F 層からは時間軸

の手掛かりは得られていない。以下主にその層序を検討

したB 層以深の堆積物の概要を示す。

B 層は下部から礫混じり中-粗粒砂層を基底とし，薄

い泥層を挟む中～細粒砂層 （19.85m～16.40m），その上

位のシルト層～シルト質粘土層 （16.40m～10.18m），さ

らに上位の生痕や貝化石を含む中粒砂層 （10.18m～

9.00m） の 3部層からなる。B 層の上位の最上部層 （M）

との間に明瞭な境界は存在しない。ルミネッセンス年代

測定用試料を13.00mで採取した。

C層は基底の厚さ3.26mの礫層 （29.30m～26.08m） に

年代値 （ka）＝等価線量 （Gy）／年間線量 （mGy / yr ）

 ・・・（式1）

本研究では，ルミネッセンス年代測定法の中でも最新

の手法の一つであるelevated temperature post-IR IRSL

（以下，pIRIR；Thomsen et al., 2008; Buylaert et al., 2009）
を適用した。pIRIR 法はカリ長石を対象とし，一般化し

ている石英によるOSL 年代測定法よりも古い時代まで

適用可能である。

試料採取にあたっては，コアや露頭からブロック状に

採取し，専用実験暗室で処理をおこなった。砂サイズの

粒径の試料処理をおこなう際は，まず湿式篩にて250～

350 μmの粒子を篩い分けた後に，重液分離によってカ

リ長石を抽出した。細粒な試料の処理にあたっては，沈

降法により粒径 4～11 μmの多鉱物微粒子を抽出した。

これらの作業の後に，粗粒子・微粒子試料は，塩酸およ

び過酸化水素水によって薬品処理をおこない，測定試料

とした。

粗粒子試料の測定に際しては，シリコンスプレーを用

いて直径9.8 mmのステンレスディスクに試料を定着さ

せた。微粒子試料の測定に際しては，試料と純水を用い

て懸濁液を作成し，ステンレスディスクに滴下・乾燥さ

せて試料を定着させた。pIRIR 測定は，三重大学生物資

源学部のRisø製TL / OSL 測定装置DA-15およびDA-20

を用いた。

等価線量の算出にあたっては，近年後期更新世の堆積

物の測定に一般的に用いられている条件である，プレ

ヒート温度を255℃，測定温度を225℃，ないしはプレ

ヒート温度を320℃，測定温度を290℃とし，各試料6～

12ディスクの測定結果の平均値から等価線量を算出し

た （いわゆるpIRIR 225ないしpIRIR 290による等価線量）。

誤差は標準誤差である。年間線量の算出にあたっては，

放射化分析により求められた堆積物中のウラン，カリウ

ム，トリウム濃度や，含水比などからAdamiec and Aitken

（1998），Rees-Jones （1995） にしたがって推定した。宇

宙線量は試料採取地点の標高や緯度経度などから，

Prescott and Hutton （1988） にしたがって算出した。

4. 赤羽台コア，三鷹コア，千早コアに基づく古環境
の推定

2019，2020，2021年の各年度に東京都三鷹市，北区，

豊島区でオールコアボーリングを実施した。三鷹市新川

（Loc.23） においてNU-MTS-1コア （掘進長：45m），北

区赤羽台 （Loc.6） においてNU-AKD-1コア （掘進長：

55m），豊島区千早 （Loc.2） において，NU-CHY-1コア
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D層は基底に厚さ2mの砂礫層 （40.00～37.98m；最大

礫径は60 mm） に始まり，一部凝灰質な中・細粒砂層

（37.98m～36.91m） を挟んで，シルト質粘土層 （36.91m

始まり，砂層やテフラ層を挟む砂質シルト層 （26.08m～

20.24m） の 2部層からなる。ルミネッセンス年代測定用

試料を20.60mで採取した。テフラは5.において述べる。

図4　赤羽台 （NU-AKD-1, Loc.6） コアおよびトレンチ （右上） の柱状図
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ponica, Elphidium advenum, Pseudononion japonicum, Ro-

salina vilardevoana, Valvulineria hamanakoensis である。

以上のAmmonia beccarii, Ammonia japonica, Buccella 
frigida, Pseudononion japonicum等は，北里 （1980, 1986）

によるタイプＤの砂泥底の堆積物中を物に付着せずに動

き回っている種類であり，内湾の湾央～湾奥部の砂泥底

環境を示唆する。

また，Buccella makiyamae （＝Porosorotalia makiya-
mae） は井上 （1980a, b） によれば，『オホーツク海表層

水フォーナの構成種であり，オホーツク海，日本海，親

潮水域の水深0.9～503mに報告があり，オホーツク海に

は豊富に産出し，分布，水深幅も広い。内湾域にもよく

分布する。オホーツク海表層水フォーナと親潮系表層水

フォーナの主要構成種である。』とされている。Buccel -
la frigida，Elphidium cf. clavatumもオホーツク海表層水

フォーナの主要構成種である。

Buccella makiyamae （＝Porosorotalia makiyamae） を

特徴的に産する群集は金子ほか （2018） の大宮台地地下

（浦和コア） の下総層群・上泉層Ⅰ帯上部に見られ，Am-

monia beccarii 等の内湾生種は減少する。このような群

集は内湾環境が寒流の影響を強く受けていたことを示唆

するとしている。従って，赤羽台でも当時の湾 （C層の

時代の湾） が親潮の影響を受けるような内湾環境下に

あったことが推定される。

本試料はこのコアでのC層のトップであるが，その上

位は礫層で切られているので，C層下部である可能性が

～29.30m） の 3部層からなる。

Ｅ層は48.05m～47.10mの礫層に始まり，テフラを含

む凝灰質なシルト層 （47.10m～45.15m） を挟んで，軽石

混じり一部礫混じり砂層 （45.15m～40.00m） の 3部層に

分けられる。F層は基底は不明であるがテフラや薄い礫

層を挟むよく締まった砂層である （55.00m～48.05m）。

以上の内，比較的厚い泥質層を持つB 層，C層，D層

について，特に堆積環境の推移を検討した。

4.2　赤羽台（NU-AKD-1，図2 Loc.6）コアの古環境の推移

本研究においては，代表的な微化石である有孔虫，貝

形虫，珪藻を用いて，堆積環境の推移を検討した。貝形

虫は有意な産出が見られなかったため，ここでは有孔虫

化石と珪藻化石について述べる。

主に底生有孔虫を用いて赤羽台コアの古環境の推定を

試みた。有孔虫分析の前処理は 3章に述べた。

有孔虫化石の産出表を表 2に示す。また，主要産出有

孔虫を図版１に示す。

有孔虫化石が産出したのは，深度9.88m，20.00mの2

試料であるが，20.00mは産出個体数が少ない。

Ｃ層（赤羽台層）から産出した有孔虫

Ｃ層の20.00mからは，数は少ないが特徴的な有孔虫

化石が産出した。Buccella frigida, Buccella makiyamae
（＝Porosorotalia makiyamae） がやや多く産出する。こ

の 2種以外の産出種はAmmonia beccarii，Ammonia ja-

表2　赤羽台 （NU-AKD-1, Loc.6） コアから産出した底生有孔虫
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advenum, Elphidium somaense, Elphidium jenseni 等を湾

央部に特徴的な種 （middle bay facies） としている。

また，産出個体数は少ないが，Elphidium crispum, El -
phidium jenseni, Rosalina australis 等が産出する。これら

は底生有孔虫の飼育実験・観察を行い，その生活様式を

A～Dの 4タイプに区分した北里 （1981, 1986） によれ

ば， Elphidium crispum, Rosalina vilardevoana, Rosalina 
australis 等はタイプAの密生する海藻の根元あるいは石

に付着して生息する種類のグループに区分されており，

内湾の湾央部～湾奥部環境でも泥底環境とはやや異なっ

た海藻類が生育するような環境であった可能性がある。

次に珪藻化石の産出状況を見ながら，上記有孔虫化石

から得られる知見等を総合して，古環境の推移を検討す

ある。

C層では基底礫層直上の25.80mでチェックしたが有

孔虫は認められなかった。

Ｂ層（東京層）から産出した有孔虫

表 5，図 5に示すように，B 層トップの9.88mから，

Ammonia japonica, Elphidium cf. clavatumが 優 占 し，

Ammonia beccarii, Elphidium advenum，Elphidium 
crispum, Elphidium jenseni, Pseudononion japonicum, Ro-

salina australis, Valuvulineria hamanakoensis 等を伴う群

集が得られた。いずれの種も内湾域の中央部～湾奥部の

砂泥底に生息する種である。Matoba （1970） は松島湾の

現生有孔虫の研究からAmmonia japonica，Elphidium  cf. 

図2　赤羽台 （NU-AKD-1, Loc.6） コアの古環境
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色）。深度18m付近は凝灰質で最下部には軽石混じりの

テフラもある。化石は産出しないが環境はC層の内湾か

ら急変したと思われため，C層・B 層の境界を深度

20.00mに置く。

深度17m付近から岩相は砂質シルトからシルト層に

変化する。深度16.7mからGomphonema属，Diploneis
属，Pinnularia 属，Eunotia 属の淡水珪藻が産出。深度

16m～15mにはウミニナやマガキの貝片が含まれ，珪

藻化石はCyclotella striataの破片やParalia sulcata の内湾

珪藻が産するため，内湾環境に変化したと考えられる。

深度12.9mでは，一部淡水の流入があるような環境と

なったものと思われる。深度9.80m～10.20mの砂層か

らは珪藻化石は産出しないが，底生有孔虫化石やマガキ

などの貝化石片が認められた。したがって，深度17m～

9.8mの層準は、内湾と淡水環境が繰り返されていた可

能性が示唆される。

以上のように，赤羽台 （NU-AKD-1） コアにおいて，D

層，C層，B 層の 3層において海が浸入した可能性が高

い。D層，C層においては海の浸入に先立って礫層，砂

礫層によって示される河川環境が存在したことが示唆さ

れる。東京層に相当するB 層については，本研究の該当

域を通してみると，谷埋めを示す砂泥層の基底に礫層を

伴う地点は旧埋没谷分布域に限定され，その他の地点で

は境界に礫層を伴なわず，侵食面となる地域が広いこと

が知られている。侵食面の性格としては，ベイラビンメ

ント面，波食面などがあると考えられる。

る （図 5，表 3）。

D層からは32m試料のみであったが有孔虫は産出し

なかった。珪藻化石を見ると，個体数が少なく，破片を

除き定量的な古環境の解析は困難に思えたので，スミ

アースライドを多数作成して破片を含めて観察した。深

度31m～34mにおいて， Paralia sulcata, Cyclotella stria-
ta, Diploneis属，Cocconeis scutellum, Thalassionema 

nitzschioides等の内湾性種を含む珪藻が産出し，その下

位では藻場を示唆する種も見られたので，D層では藻場

を伴う内湾環境が存在した可能性がある。

C層では，深度25m，23mからは珪藻化石は認められ

なかったが，20m～22.5mから内湾性の珪藻が認められ

た。ともに産出数は多くないが，下位から，Diploneis
属，Eunotia 属，Aulacoseira属，ついでやや多く，Para -

lia sulcata ，Cymbella属 （F），ほかに， Fragilaria属，

Diploneis 属，Cyclotella 属 （F），Cymbella turgidulaが 産

出し，湾奥～湾央の砂泥底環境を主に淡水が混じるよう

な環境であったと推定される。その上位の深度20.00m

～20.10mでは上記のように有孔虫化石が産出し，貝化

石片も認められたが，少量ながら，Paralia sulcata, Acti -
noptychus senariusが見られ，全体に内湾性の環境が存在

したことは確かである。したがって，C層では初期には

珪藻化石が産出しないが，淡水の混じる内湾環境から内

湾の湾奥～湾央の環境に至ったものと思われる。

B 層については，B 層最下部の深度17m～20mからは

珪藻化石や有孔虫化石は認められない。粒径も砂ではあ

るが中粒砂が主体となり褐色味を増す （一部は赤褐

表3　赤羽台 （NU-AKD-1, Loc.6） コアの珪藻化石産出状況
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旧地表以下の堆積物の概要は以下のとおりである。

深度1.95m～5.90m　暗黄褐色ローム層で，2.27m～

2.57mに火山ガラスが含まれ，黒色スコリアに富む。

2.89m～3.06m，4.80m～5.00mに暗色帯が挟まれる。

ローム層最下部の5.80mからルミネッセンス年代試料を

得，測定した。

深度6.00m～13.00m　厚さ 7mの礫層・砂礫層で，上

部・下部に分けられる。上部は 6m～11mで，トップの

1mは礫混じり砂層，以下は暗灰色砂礫層で，礫径は30

4.3 三鷹市新川（NU-MTS-1，図2 Loc.23）コアにおけ

る有孔虫化石

4.3.1　コアの岩相的特徴と層序

三鷹 （NU-MTS-1, No.23） コアは，三鷹市新川の仙川

に沿う武蔵野面 （M2b面） の斜面 （標高48.10m） で採取

された。掘進長は23.0mである。

盛土の下に旧地表を示すクロボクがあり，以下ローム

層，礫層，泥層，礫層，固結した泥層 （上総層群とした）

からなる。（図 6柱状図参照）

図6　三鷹（NU-MTS-1, Loc.23）コアの柱状図　赤矢印と数値はルミネッセンス年代
ルミネッセンス年代の詳細は6章に述べる
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位的変遷を図5に示す。

また，主要産出有孔虫を図版2 （末尾） に示す。

有孔虫化石が産出したのは，深度15.35m，15.55m，

15.8mの 3試料である。表 4，図版-2に示すように，い

ずれの試料もBuccella frigidaを優占種とし，Ammonia 
beccarii, Elphidium advenum, Elphidium cf. clavatum, El-
phidium cf. kusiroense, Elphidium somaense, Elphidium 

subgranulosum, Valuvulineria hamanakoensis等を伴う群

集である。いずれの種も内湾域の中央部～湾奥部の砂泥

底に生息する種である。また，Buccella frigida, Elphid -

ium cf. clavatum, Elphidium cf. kusiroense 等は寒流系の

底生種とされており，当時の古東京湾が親潮の影響を受

けるような環境下にあったことが推定される。東京低地

の縄文海進期の有孔虫群集ではBuccella frigidaを優占種

とする様な群集は見られない （関本ほか，2006，2008）

が，金子ほか （2005），金子ほか （2018） によって大宮台

地のボーリングコアの分析からBuccella frigidaを優占種

とする群集が，木下層の上部 （V帯）・下部や上泉層，

藪層などから報告されている。

4.4.1　豊島区千早コア（Loc.2）

豊島区千早コア （NU-CHY-1） は，2021年 4月上旬に豊

島区西部区民事務所　敷地内【所在地　東京都豊島区千

早2-39-16】において採取された。掘進長は50.0mであ

る。S面の末端に位置する緩斜面部にあたり，標高は

～55 mm，最大礫は80 mmと粗粒である。下部は厚さ約

2m，砂泥質のマトリックスが多く，礫径は10～30 mm

とやや細粒で，軽石を含むところがある。

深度13.0m～17.45mは緑灰褐色～暗青灰色のシルト

質粘土層で，一部生痕，ウミニナ，マガキなどの貝化石

片を混じえる。13.4mおよび17.4mでルミネッセンス年

代を測定した （詳細は後述）。

深度17.45m～19.38mは，礫層～礫混じり砂層で，上

部の礫層は礫径30～50 mmの亜円礫，下部の砂礫層の

礫径は10～20 mmで，亜円礫～亜角礫。礫層の間には

火山灰質の砂質シルト （MTS1-1845mテフラ） を挟む。

18.45mの火山灰質砂質シルトについてルミネッセンス

年代を測定した。

4.3.2　分析試料について

有孔虫化石の分析に供した試料は，三鷹市で掘削され

たNU-MTS-01コア （Loc.23） の海成層 （東京層） と判断

される層準の10試料である。

海成層と判断された分析用試料は細かく見ると，貝殻

破片を混入する靑灰色～暗灰色の砂混じりシルト，砂質

シルト，シルト質細砂，シルト混じり細砂で，下部では

細礫を混入する。

4.3.3　有孔虫化石群集と古環境

有孔虫化石の産出表を表 4，主要産出有孔虫化石の層

表4　三鷹 （NU-MTS-1） コアの底生有孔虫化石産出表
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（図 7）。上位から傾向をまとめると，B 層と判断した

9.43m～9.47mは淡水湿地，C層と目される15.80mは破

片のみだが内湾～湿地環境，18.50mは淡水湿地～陸生

珪藻，内湾浮遊性，海水干潟珪藻が認められた。

D層と考えられる25.25m～25.30mは淡水湿地 （好流

水，好清水性），28.35m～28.40mは淡水河川？ （好流

水，好清水性），28.80m～28.85mは淡水湖沼～湿地，

32.70m～32.75mは汽水～淡水湿地となる。

5．武蔵野台地におけるテフラの分析結果とその対比

3.で述べた赤羽台などのオールコア，既存ボーリング

から得たテフラ試料，および対比のために必要な比較

データを得るためのテフラ試料についてテフラ分析を行

い，対比を検討した。対象コアは，赤羽台 （図 2の

Loc.6），千早 （Loc.2），三鷹 （Loc.23） に，既存コアの本

郷 1 （Loc.9）， 本 郷 2 （Loc.8）， 上 中 里 （Loc.7）， 南 町

（Loc.4），西麻布 （Loc.14） を加え，8地点10本である

（図 2）。その結果を，産総研による北区中央公園 （Loc.5），

上野公園 （Loc.10），練馬区北町 （Loc.1），板橋区大山

（Loc.3），紀尾井町 （Loc.12），上池台 （Loc.17），代々木

公園 （13），高輪 （16） などで報告されたテフラと比較す

る。また，東京層については，世田谷区桜丘 （Loc.22，

NU-SKG-1），同上用賀 （Loc.21），野毛 （Loc.18），駒沢

公園 （Loc.21） などを参考にした。

なお，対比を検討する際，模式地やそれに準ずる試料

を同時に測定するのが最も望まれる。本研究では箱根系

のテフラ，阿多鳥浜火砕流堆積物などで，TCu-1 （Tm-2）

等の箱根火山の主要テフラは大磯丘陵高尾橋近傍露頭で

採取したほか，土屋ローム層，早田ローム層の多くのテ

フラは日大に採取・保管していた大磯丘陵標準テフラ試

料から用いた。阿多鳥浜火砕流堆積物は宮崎県南九州市

御領矢越海岸において採取し，マトリックスの火山ガラ

スを分析に用いた。それ以外のテフラを含め，文献値と

比較した。

【AKD-1-24mテフラの起源】

赤羽台 （NU-AKD-1） コアの中でテフラ層準として最

も目立つのは，深度24m～25m付近の､軽石が多数散

在する火山灰層 （AKD-1-24mテフラ） である。火山灰層

の細粒部はバブルウォール型の火山ガラスで，sponge

型の火山ガラスも伴う。含まれる軽石は白色で，粒径は

2 mm～5 mmである。軽石は24.13m～24.35mに多く，

上下にやや拡散している。重鉱物は，火山灰サイズでは

opx，cpx，ho，mtであるが，軽石にはopx，cpx，mt

で，hoは含まれない。火山ガラスの屈折率 （n） を形態

32.3mである。

4.4.2　岩相と層序

深度0m～2.3mは盛土および表土である。

深度2.3m～8.43mは凝灰質シルト層（黄褐色ローム

層）で，5.00m～5.04mに黄白色軽石層，7.55m～に軽

石混じり火山砂を挟む。

深度8.43m～9.47mはシルト質細砂で，東京層の本体

に相当する。8.54m～に乳灰色軽石層，その上位に雲母

を含有する。9.10mでルミネッセンス年代を測定：110

±7ka

深度9.47m～10.75mは礫混じり粗砂・砂礫層で，礫

径25-30 mm，ここまでがB 層。

深度10.75m～14.35mは砂シルト互層状で，C層の上

部。

10.79m～10.80mに火山灰層，12.10～12.13mに軽石

混じり砂層挟在。

深度14.35m～19.85mは暗灰色シルト～砂質シルト層。

深度19.85m～22.20mは軽石混じり火山灰層で，21.50

～21.80mは特に軽石が目立つ （軽石径5-10 mm），21.88

～22.18mにも軽石が集中。

深度22.20m～22.78mは礫混じり中～粗砂で，ここま

でをＣ層とした。

深度22.78m～36.6mはシルト～砂質シルト層で下部

はよく締まっている。Ｄ層にあたる可能性もあるが，特

別に時期を限定できる材料はない。33.60m～33.69mに

白色タフを挟む。

深度41.95m～44.42m　砂礫層

深度44.42m～50.00m　固結砂質シルト

テフラ分析については5.で述べる。

ルミネッセンス年代測定は 1試料について行った。

深度9.10mの年代値は想定される層序と矛盾がない。

一方，C層の下限は，後述の深度20m付近の軽石質火

山灰層がAta-Thテフラ （240 ka） に相当する可能性が強

いので，深度22.20～22.78mの礫混じり中～粗砂層に置

いた。

4.4.3　千早（NU-CHY-1，Loc.2）コアから得られる古

環境

千早コアについても 9試料について有孔虫分析を試み

たが，有孔虫の産出は認められなかった。このため，珪

藻分析を行ったが，珪藻化石も少なく統計的な解析には

程遠い状況であったため，スミアースライドを作成し

て，珪藻化石の破片を含めて古環境の傾向を検討した
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である （表 6）。

鈴木・遠藤 （投稿中） は本郷一帯の台地のボーリング

試料から類似するテフラを見出し，記載岩石学的性質に

基づき，阿多鳥浜 （Ata-Th） テフラ，多摩TCu-1 （Tm-2）

テフラが混合した可能性が高いと考えた。本研究では鈴

木・遠藤 （投稿中） で扱われた本郷台地一帯の5本のコ

アからのテフラ試料を含めて，主成分元素組成を測定し

て比較した。今回の分析には，千早コアおよび板橋区南

別に測定すると，bw型では1.500-1.503，sponge型では

1.516-1.520 （軽石を粉砕して測定するとsponge型と同じ

結果となる）。鉱物の屈折率では，opx （γ） は1.714-

1.718，ho （n2） は1.670-1.675。以上の結果から，AKD-1-

24mテフラは，2種のテフラが混合したものと考えられ

る。その対比候補として，bw型火山ガラスが主体をな

すAta-Thテフラ，および軽石とsponge型火山ガラスが

主体をなす箱根火山起源のTCu-1（Tm-2）テフラが有力

図7　千早 （NU-CHY-01，Loc.2） コア柱状図
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因すると考えられる，

AKD-1-24mテフラの火山ガラスの分析結果は，図8-b 

に示すように，主要な組成グループはAta-Thの分析結

果と一致した。そのほか，長野・群馬県境付近の四阿火

山からの四阿菅平 2 （Azy-SgP2） テフラ （鈴木・早川，

1990命名） と一致する組成グループ （化学組成：山元，

2013） も認められた。このように，AKD-1-24mテフラ

は，Ata-Th, TCu-1 （Tm-2） に加え，Azy-SgP2も混合した

ものであることが明らかになった。

なお，火山ガラスの主成分元素組成分析の詳細につい

ては，稿を改めて述べる予定である。

【武蔵野台地におけるMIS3 の高山Ng1（Tky-Ng1 ）テフ

ラの発見】

高山Ng1 （Tky-Ng1） テフラは本郷台地の複数のコア

で記載岩石学的性質に基づき認められ（鈴木・遠藤，投

稿中），本研究の火山ガラスの主成分元素組成分析に

よって明確に対比された （図8a）。

該当するHG1-1-33.15mテフラおよびHG-1-2-33.15mテ

フラは，後述するYb5 （GoP1） ?の層準の約10m下位の

泥層中に認められた黄白色極細粒火山灰質テフラで，

hoが圧倒的に多く，黒雲母 （bi） を伴う重鉱物組成や，

繊維束状，スポンジ状とＹ字状の目立つbw型火山ガラ

スによって特徴づけられる。屈折率は，火山ガラスの屈

折 率 （n）：1.497-1.503，hoの 屈 折 率 （n2）:1.684-1.691

（1.687），opxの屈折率 （γ）：1.720-1.728 （1.724） であ

る。大磯丘陵では下庭タフと呼ばれる細粒火山灰に相当

する （Tll-57.5付近：上杉陽氏談話）。

更新世中期の指標テフラである高山Ng-1テフラ （Tky-

Ng1） は，静岡市清水区根古屋層を模式地とし，水野・

吉川 （1991），吉川ほか （1991） によって詳しく記載され

た。fsp, qz, bt, ho, opxを含む細粒火山灰である。ho, 

opxの高屈折率を特徴とする （表 5），近畿，東海，関

東，四国に分布する。さらに飛騨の高山軽石と対比さ

れ，給源は飛騨山地と推定されることなどが明らかに

なっている （水野・吉川，1991；田村・鈴木，2001）。町

田・新井 （2003） はこのテフラを高山Ng1 （Tky-Ng1） テ

フラと命名し，その年代を290-300ka （MIS9.3 の後） と

推定した。

本研究のHG1-1-33.15mテフラおよびHG1-2-33.15mテ

フラは，火山ガラスや，ho，opxの屈折率等の記載岩石

学的特性の全般においてよく類似する （鈴木・遠藤，投

稿中）。本研究の主成分元素組成分析においても，大磯

丘陵の下庭タフ，Tsuji et al. （2018），およびMatsu‘ura 

et al. （2021） のTky-Ng1とよく一致する結果が得られた

町コアの岩相的に類似するテフラも加えて行った。分析

結果を，宮崎県の阿多鳥浜火砕流堆積物のマトリック

ス，大磯丘陵の多摩TCu-1 （Tm-2） テフラ，Matsu‘ura et 
al. （2021），Tsuji et al. （2018），長橋ほか （2004） のAta-

Thテフラ，北区中央公園コアで多摩TCu-1とされた軽

石層 （納谷ほか，2020） と比較し （図8a, b），それぞれよ

く対応することが確認された （表 5）。

阿多鳥浜 （Ata-Th） テフラは，阿多カルデラの噴火に

よってもたらされた鳥浜火砕流 （Ui, 1971；Nagaoka, 

1988） からのco-ignimbrite ashとして，ほぼ日本列島を

覆ったもので，従来，九州から中部地方～関東地方南部

の大磯丘陵 （ベージュタフと呼ばれる） までの範囲で発

見されてきた （町田・新井，2003；鈴木・早津，1991な

ど）。240kaの年代が測定されている （檀原，1995）。

MIS7.5 に相当。ベージュタフの層準は上杉ほか （2000）

に詳しい。

多摩TCu-1 （Tm-2） テフラは，箱根火山の古期テフラ

を代表する大規模噴火に由来する厚い降下軽石層と火砕

流堆積物からなり （町田ほか，1974；上杉，1976），古く

から “ドーラン” の名称で知られてきた。下総層群の上

泉層のKm-2テフラと対比された （中里・佐藤，1988）。

図 8に火山ガラスのSiO2 - K 2O図を，代表的な広域テ

フラおよび，宮崎県における阿多鳥浜火砕流堆積物のマ

トリックスの火山ガラスの組成を示した。また，箱根火

山起源テフラの中で，火山ガラス・鉱物の屈折率から対

比される可能性のある大磯丘陵内で採取されたTCu-1

（Tm-2），Tu-7，Tu-8を中心に代表的なテフラの組成も

比較した。これらに対して，武蔵野台地で得られた赤羽

台AKD-1-24mテフラ （火山灰と軽石），本郷のHG2-22m

テフラ （火山灰と軽石），上中里のKNZ-12mテフラ，

KNZ-13mテフラ （火山灰と軽石），板橋区南町のIMN-

25mテフラ （火山灰と軽石），豊島区千早のCHY-1-20.8m

テフラについても比較を試みた。その結果，赤羽台，本

郷，上中里，板橋区南町，豊島区千早の火山灰はいずれ

も阿多鳥浜火砕流の領域に良くまとまってプロットされ

た。図8-bでは，これらは重なり識別できないため，赤

羽台，千早，上中里，本郷 2の火山ガラスと軽石 （粉

砕） のみを示した。これらの詳細は別途報告の予定で

ある。

AKD-1-24mテフラに含まれる軽石についても，箱根

起源の代表的軽石の中でもTCu-1 （Tm-2）  は有意なトレ

ンドを示すので，対応することが確認できる。なお，ト

レンド上にあって大磯丘陵で採取されたデータとは外れ

るものがあるが，おそらく比較したサンプルが大磯丘陵

の単一の主要ユニットから採取したものであることに起
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TB-1 （Tm-8） は杉原 （1979） により西新宿の新宿セン

タービル工事現場 （Loc.11）で確認された （表 6）。新宿

センタービル408aはopx （γ）：1.698-1.702と非常に低屈

折率でTB-1 （Tm-8） と一致する。礫層を挟んでその上位

にある408bはopx （γ） 1.698-1.711，ho （n2） 1.682-1.687

（図 8，表 5，表 6）。

【箱根火山起源のテフラ：TB-1（Tm-8），TAm-5（Tu-

8），Tu-16（TAu-2）など】

これらは層序の検討に重要な意味を持つテフラである。

図8　火山ガラスのEPMA による主成分元素組成分析の結果
8a  赤羽台コア （NU-AKD-1），千早コア （NU-CHY-1），上中里コア （KNZ） のテフラと既知の標準テフラ試料および文献データとの比較
　8a-(1) SiO2 （wt.％） - K 2O （wt.％） 図 （広域テフラ，箱根起源の主要テフラおよび文献データ）．GEO はGEOMAR での分析の略で，本研究におけ
る分析結果である
　8a-(2) 本研究で分析した赤羽台コア （NU-AKD-1），千早コア （NU-CHY-1），上中里コア （KNZ） および本郷コアのSiO2 （wt.％） - K 2O （wt.％） 図．
マトリックス （matrix） の4φ相当の細粒火山ガラス部分と抽出した軽石 （pumice） を粉砕してそれぞれ別個に測定し比較した
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り，TAm-5 （Tu-8），あるいはTAm-4 （Tu-7） に対比され

た （Loc.22）。

Tu-16テフラはかつて” ニセトウキョウ “と呼ばれた

ことがあるように，一見Hk-TP （東京軽石層） に類似す

る顕著なテフラで，軽石層とスコリア層で構成される

が，下半をなすスコリア層は非常に厚く，黒色岩片～微

細気孔スコリア片で構成され，上半部は赤味がある軽石

質火山灰と赤味が強い粗粒軽石粒の繰り返しからなると

いう稀な岩相的特徴を有する （上杉，1976）。東京港の

で，opxの高いモードはTAm-5 （Tu-8） に一致した。opx

の低いモードやhoは他のテフラからの混入と考えられ

た（ 杉 原，1979）。層 序 な ど の 詳 細 は 後 述 す る。

TB-1 （Tm-8）については横浜・多摩で広く認められ，

バヤリースと呼ばれた。opxの特有の低屈折率からその

確度は高いと考えられる。

TAm-5 （Tu-8） については，植村ほか （2020） において

世田谷層 （東京層） の基底礫層中に挟まれる細粒軽石が，

火山ガラス （n） とopx （γ） および主成分元素分析によ

8b　8aのTCu-1とAta-Th，Azy-SgP2に対応する本研究のコアサンプル分析結果の拡大図
8b-(1) マトリックスの細粒火山灰部分の結果  8b-(2) 抽出した軽石を分析した結果
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田ほか，2018） するもので，納谷ほか （2021） に報告され

た。

この中で，本郷のHG1-3-21.15mテフラはho, cum, bi, 

qtに富み，上野公園コア （Loc.10 ）（納谷ほか，2021）

で認められたYb5 （GoP1） の可能性がある （鈴木・遠藤，

投稿中）。ただし，火山ガラスは風化しているため，そ

の対比の確度は高くない。

そのほか，産総研のコアでは，以下のテフラが検討さ

れている。

大田区上池台コア （17），練馬区北町コア （1） では，

新たにYb1.5テフラが記載された （納谷ほか，2021）。

前者のOTI-33.79のYb1.5は層厚5㎝の黄白色細粒テフ

ラで，上野公園コアの29.83-81テフラ，練馬区北町コア

のNM1-25.83テフラとも共通で黒雲母を多く含む （bi, 

opx, cpx, ho, mt）。opx （γ）：1.698-1.726，ho （n2）：

1.669-1.695。hoの化学分析で類似の傾向を示す。NM1

を除き火山ガラス （n）：1.496-1.508 （1.500-1.501，1.504）

Loc.25コア （江東区有明） で確認されている （東京都港

湾局による）。

西麻布コア （Loc.14） のNAZ-20.35mテフラも顕著な軽

石質テフラであるが，opx （γ） 1.701-1.706と低屈折率を

示し，TB-1 （Tm-8） の可能性があるが （表 6），ho （n2）：

1.681-1.688を伴うことから，TB-1 （Tm-8） の上下に複数

ある角閃石を含有するテフラの混入等を考える必要があ

る。火山ガラスは風化している。現状では可能性の指摘

にとどまる。

三鷹コア （Loc.23） のMTS-1-18.45mテフラ （東京層基

底礫層に挟在） については，150±kaの年代が得られた

が，未風化の火山ガラスが十分に得られなかった。

【産総研により対比・同定されたテフラ】

Yb5 （GoP1に対比），Yb1.5は共に藪層の指標テフラで

あり，納谷ほか （2021） で記述された。

So-OT，塩原カルデラ起源の火砕流堆積物に由来 （山

表5　武蔵野台地で従来検討されたテフラ，および比較対象となったテフラの記載岩石学的性質
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表6　本研究で分析・検討された武蔵野台地のテフラの記載岩石学的性質

 m  (n)  
: opx( ) : ho(n2)  

  

1 HG1 7 No.1-No.3  
HG1-1-33.15m 33.15 -33.47  ho>>opx>cpx, (bi) 

bw Y  
1.499 (1.497 -1.50 3) 1.725(1.720-1.728) c30 4  

1.691(1.688-1.695) c20 4  
EPMA, GEOMAR Tky-Ng1 

HG1-2-1.65m 1.65 -1.95  
bw  

1.500(1.499-1.500)   AT 

HG1-2-22.15m 22.15 -22.51  opx>>ho>cpx 
bw  

1.499(1.498-1.500) c30 4  1.716(1.714-1.718) c30 
1.672(1.670-1.675) c30- 

EPMA, GEOMAR Ata-Th 

 1.515(1.514-1.516)  EPMA, GEOMAR TCu-1 
HG1-2-33.15m 33.15 -33.45  (bw(Y),fibr>spon) 

ho>opx>cpx,(bi) 
1.499(1.497-1.503) c30 1.724(1.720-1.728) c22 

1.687(1.684-1.691) c30 
EPMA, GEOMAR Tky-Ng1 

HG1-3-21.15m 21.15 -21.45  ( ) 
ho,cum,(bi) 

  
1.667(1.664-1.670) 

 GoP1 

HG1-3-43.15m 43.15 -43.42  ho, opx, cpx, (bi) 
Y bw spg  

1.500(1.499-1.502) 1.706(1.704-1.707) c30 4  
1.692(1.690-1.696) c30 4  

 TE-5a? 

2 HG2-1 1 6 No.2  
HG2-1-28.15m 28.15-28.45  

bw  
bimodal(1.497-1.506, 
              1.515-1.522) 

1.716(1.714-1.718) 
1.674(1.669-1.679) 

 Ata-Th 
TCu-1 

  1.515(1.514-1.516)   TCu-1 

KNZ-1 M2 1  
KNZ1-2-6.15m 6.15-6.45  opx>cpx>=ho 

 
1.508(1.506-1.511) c22 4  
1.508(1.506-1.510) c30 4  

1.711(1.708-1.714) c31 4  
1.683(1.680-1.686) c31 4  

gl: EPMA, GEOMAR Ata  

KNZ1-2-12.15m 12.15-12.45  opx>ho>=cpx 
bw  

1.499(1.498-1.500) c30 4  1.716(1.714-1.719) c30 3  
1.672(1.669-1.676) c30 4  

gl: EPMA, GEOMAR 
 

Ata-Th 

-12.15 opx>cpx 
( 3-5 ) 

1.515(1.515-1.516) c30 4  1.716(1.714-1.718) c30 3  
 

pm: EPMA, GEOMAR TCu-1 

KNZ1-2-13.15m 13.15-13.45    bulk: EPMA, GEOMAR 
gl: EPMA, GEOMAR 

Ata-Th 

NU-AKD-1  
AKD-1-24m 
 

24-25m  opx ho cpx   gl: EPMA, GEOMAR Ata-Th 
24-25m lw bw  1.501(1.500-1.503) c30  gl: EPMA, GEOMAR Ata-Th 

 1.519(1.516-1.520) c30  pm:EPMA, GEOMAR TCu-1 
24-25m md bw  1.500(1.499-1.504) c30    
25m up bw  1.500(1.499-1.501) c30    

AKD-1-53.65m 53.65-53.70      

IMN-1 
IMN-1-25.15m 25.15  opx>ho,cpx 

2-3mm bw  
bimodal(1.498-1500, 
              1.515-1.519) 

  Ata-Th 

 1.517(1.516-1.519)   TCu-1 

NU-CHY-1  
CHY-1-20.8m 20.80  

bw  
1.500(1.499-1.500)  

1.673(1.671-1.675) 
bulk: EPMA, GEOMAR Ata-Th 

 1.517(1.515-1.520) 1.715(1.712-1.717) 
 

: EPMA, GEOMAR TCu-1 

20.85-20.90  
 

1.499(1.498-1.500) c30 1.715(1.711-1.718) c30 
1.673(1.670-1.676) c30 

EPMA, GEOMAR Ata-Th 
TCu-1 

CHY-1-33.7m 33.7  opx,cox,ho 
Y  

1.505(1.504-1.507)    

CHY-1-44m 44.80-44.85  
 

1.503(1.501-1.505)  
1.687(1.683-1.689) 

EPMA, GEOMAR  

 
NAZ-19.00m    1.708(1.705-1.711) 

gl  
  

NAZ-20.35m 
 

  
opx,ho>cpx 

 1.703(1.701-1.706) 
 (1.681-1.688) 

 TB-8
 

 
bw (Y ) fib spg c30  
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早コア柱状図にも示している。

板橋区（GS-IB-1）大山（Oy-1）コア（図2の3）

図 9，表7-1に大山コアの柱状図，ルミネッセンス年

代測定層準および測定結果を示す。

納谷ほか （2021） によると，板橋区大山コア （GS-

IB-1） で は，GL-4.9mにHK-TP，GL-9.44mにKlPが，

GL-23.55mにSo-TNテフラが確認されているが，ほぼ同

層準の24.13-24.23mでルミネッセンス年代を測定し，

283ka の結果を得た （図 9）。板橋区大山コア （GS-IB-1）

付近には，Ata-Thテフラが確認される板橋区南町コア

や豊島区千早コアが近くにあって，C層の確認は比較的

確かである。その結果，B層とD層の間にごく薄くC層

が挟まれることが分かった。層序関係については断面図

について解説する別稿で詳しく述べる。

So-TNテフラの年代は300-337kaと推定されており，

上記のルミネッセンス年代，283ka と矛盾しない。

赤羽台（NU-AKD-1，Loc.6）コアと道合遺跡トレンチ

赤羽台の道合遺跡トレンチ （ボーリング地点の脇：柱

状図を図4の右上に示す）。4.ではトレンチの説明を省

いたので補足すると，赤羽砂層のほぼ全容が露出するい

い露頭であり，NU-AKD-1コアとよく合っている。AT

と思われる火山ガラス濃集部やHK-TPに対比される軽

石層が確認された。HK-TP （東京軽石層） の年代は妥当

なものと思われる。

赤羽台コアについては，深度9.88m～10.00m に認め

られた貝殻破片が濃集する砂層を東京層のトップと考え

たが，そのやや下位の深度13.00m （NU-AKD-1） で115

± 7ka の年代が得られた （標高はTP+11.2m）。一方，道

合遺跡トレンチでは赤羽砂層最下部 （AKD-02） で112±

7ka の年代が得られ，東京層と赤羽砂層の間には時間間

隙はなく，不整合的な境界は見られず，整合とみてよい

という検討結果と矛盾がない。

三鷹（NU-MTS-1，Loc.23）コア

三鷹コアでは，東京層 （＝世田谷層） と判断した均質

な泥層から得た，深度13.40m 試料 （標高TP+34.70m）

が103± 7ka，深度17.40m が111± 7ka，下部の礫層には

さまれる砂層 （淡水環境） にあたる深度18.45m が150±

9ka の年代を示した。

千早（NU-CHY-01，Loc.2）コア

千早コアでは，東京層の淡水環境の可能性の強い深度

9.10m で110 ± 8ka の年代が得られた。

で，納谷ほか （2021） で新称された。

紀尾井町コア （Loc.11） では，KO1-28.80テフラがSo-

TN （山田ほか，2018） に対応すると報告された （納谷ほ

か，2021）。So-TNテフラは山田ほか （2018） によって，

下位よりa-dのユニットが区分されたが，そのSo-TNb

は黒色スコリアや岩片からなり，n：1.506-1.507，opx

（γ）： 1.720-1.732，1.729-1.731と高い。火山ガラスは中

間型と多孔質型があり，n：1.503-1.509 （1.508），1.512-

1.514とされ，So-TNbと極めてよく一致する。

【さらに検討を要するテフラ】

東京港のコア （Loc.24） では地蔵堂層の基準テフラ，

J4 （TE-5a） が唯一対比されてきたが （納谷ほか，2021），

武蔵野台地側では発見されていない。

本郷台地コアのHG1-3-43.15mテフラ （鈴木・遠藤，

投稿中） は，bw型火山ガラス （n）：1.499-1.503，opx

（γ）： 1.704-1.707，ho （n2）：1.690-1.696の屈折率データ

からは，町田・新井 （2003） のTE-5aとよく類似し，対

比に矛盾はない。しかし，比較的近い位置にある上野公

園コアでは認められず，類似した層準はYb5，Yb1.5を

含む藪層とされ，地蔵堂層ではない。また，TE-5に関

してはその上位に別のテフラを伴うことから，模式地の

大磯丘陵鴨沢露頭で，このテフラはTE-5a, -5bに分けら

れた経緯がある （町田・新井，2003）。さらにTE-5aは，

類似のテフラが多数あり，議論が多い （鈴木・早川，

1990；鈴木・早津，1991；斎藤，2000；鈴木，2003；な

ど）。風化が進んでいるなどで対比の根拠となるべき

データが十分にそろわないため，対比には難しさが伴

う。さらなる検討が必要である。

上総層群最上部のKs-5に対比される大磯丘陵，柄沢

ローム層の第1ミガキズナ （Kr-16，上杉，1976） は下総

層群を検討する上でも重要な意味を持つため，本研究で

は主成分化学組成分析において検討した。現在のところ

武蔵野台地地下には該当するものがない。

6．ルミネッセンス法に基づく年代について

産業技術総合研究所によって板橋区大山面上にてオー

ルコアボーリング （GS-IB-1） がなされ，その岩相記載や

花粉分析結果などが明らかにされた （納谷ほか，2021）。

筆者らはこのコアについてルミネッセンス法による年代

測定を実施した。また，赤羽台 （NU-AKD-1）コア，千

早 （NU-CHY-1） コア，三鷹 （NU-MTS-1） コアについて

もルミネッセンス法年代測定を試みた。

その結果は表 7 に示すが，すでに図 4 の赤羽台コアお

よびトレンチ柱状図，図 6 の三鷹コア柱状図，図 7 の千
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に示すように25本の基準ボーリングを設定することが

できた。その基礎には多数のテフラが同定され，最新の

ルミネッセンス法による年代が測定されたことがある。

以上に基づき，図10に各地層単位におけるテフラが確

認された位置を示した。

本研究で扱った中・後期更新世のテフラとして重要な

ものは次のとおりである。

これらを含むボーリングコアを基準ボーリングとし，

基準ボーリングを含む（測線からやや離れているものも

含む）断面図を基準断面図として武蔵野台地の地下構造

の解明に大量のボーリングデータを活用する基礎とす

る。なお，14C年代値を有する沖積層の基準ボーリング

は多数あるが，今回は含めていない。

年代の実質的な誤差を考えなければならないが，赤羽

台と共にMIS5.5 海進のピークにあたる可能性の強い貴

重な数値年代である。

7．まとめと課題

7.1　テフラおよびルミネッセンス年代を含む基準ボー

リングと基準断面図

大量のボーリングデータが集積した武蔵野台地では，

地形，地質の検討が古くから進められてきたが，武蔵野

面や下末吉層相当面の地下に広く分布する中・後期更新

世の下総層群は，東京層 （下部を含む） を含めて十分に

解明されていなかった。本研究では，新たに 3 本のオー

ルコアボーリングを実施したほか，既存コアの活用など

から，近年産総研が明らかにしたものを加えると，図 3

図9　板橋区大山コア （GS-IB-1，Loc.3）とルミネッセンス年代
柱状図の横に年代速報値を示した．数値は，堆積物中のカリ長石粒子の最終露光年代
誤差は標準誤差．PFG はポリミネラルファイングレイン． 
　柱状図は産総研に基づく．283 ± 21ka とほぼ同じ位置で，So-TNテフラが確認された （納谷ほか，2021）
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表7　武蔵野台地におけるルミネッセンス法年代測定の結果
表7-1　板橋区 （GS-IT-01 （Oy-1）） 大山コアにおけるルミネッセンス法年代測定結果

表7-2　武蔵野台地 3 地点におけるルミネッセンス法年代測定結果
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Yb1.5は産総研の基準ボーリングにおいて用いられて

いる。

本研究では，5.で述べたように，AKD1-24mテフラ

は，Ata-Th, TCu-1 （Tm-2），Azy-SgP2が混合したもので

あることが明らかになった。

ほぼ同じ時期に別のテフラが降下して混じることは十

分に考えられるので，主要な組成グループから外れた

データも検討することで対比の精度の向上に結び付くも

のと考えられる。

同時に，箱根火山テフラに見られるように，同じトレ

ンドにあるがSiO2％の幅が広く，給源の比較試料とは外

れるものがある。給源では多数のユニットがあることが

多いので，主ユニットから試料を採取しているので，今

後ユニットごとの検討例を増やす必要がある。

以上の基準ボーリングおよび基準断面図を活用した，

武蔵野台地における中・後期更新世の地質層序や古地理

の検討を進めているが （遠藤ほか，2021a, b；など），紙

数の関係で別論文で扱う。

7.2　古環境と古地理

本研究では，有孔虫化石群集や珪藻化石群集に基づ

き，基底礫層を挟んで複数回の海進があったことが明ら

主な中・後期更新世のテフラ

・阿多鳥浜 （Ata-Th） テフラ：今回新たに武蔵野台地の

多数地点で同定された。

・多摩TCu-1 （Tm-2） テフラ：箱根火山の古期テフラを

代表する大規模噴火，ドーランの名称で知られ，降下

軽石層と火砕流堆積物からなる。武蔵野台地では納谷

ほか （2020） で同定されている。

・高山・Ng-1 （Tky-Ng1） テフラ：今回新たに武蔵野台

地において同定された。

・箱根古期テフラ　TB-1 （Tu-8），箱根ＴAm-5 （Tu-8）：

杉原 （1979） による。

・ 箱 根 古 期 テ フ ラ　TAm-4,-5 （Tu-7,-8）： 植 村 ほ か

（2020） による。

・産総研が示したテフラ群

 塩原カルデラ起源のテフラ （山田ほか （2018） のSo-

OT，So-TN など）：納谷ほか （2021） による。

 Yb5 （GoP1）：上野コア （図 2 の10） および有明の24

で同定された （納谷ほか，2021）。

 Yb1.5：上野コア （10），北町 （1），上池台 （17） で同定

された （納谷ほか，2021）。

・なお検討を要するテフラ　TE-5a？：本郷1-3コア （図

2 の 9）

 上記のテフラの内，TCu-1，So-OT，Yb5 （GoP1），

図10　中・後期更新世以降の地形・地質編年の枠組
 　町田 （2009） などを基に，上杉 （1976），町田ほか （1980），上杉ほか （2000），中里 （1999） などを参考に編集．
下総台地については本研究で対象としたテフラのみを示す．
　（　）内の数字は年代（ka）を示す .
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優占するⅠ帯  （海進の初期の湾央部環境） を経て，層準

によってはElphidium clavatum, Ammonia tepida, Elphid -

ium subarcticum などが入れ替わり優占するが，全体と

してBuccella frigida を優占種とする群集のⅡ～Ⅴ帯に移

行する。（Ⅴ帯で一時的に海退に転じる）→Ⅴ帯上部，

Ⅵ帯ではⅤ帯下部まで優占した Buccella frigida は減少

し，Elphidium somaense,  Miliolinid を主要種とする湾口

部を示唆する環境となる。海進の最盛期にあたると考え

られる駒沢公園では，Ⅶ・Ⅷ帯ともBuccella frigida は減

少しPararotalia nipponica, Elphidium crispum, Glabratel -

la spp. 等を主体とする開放的湾の湾口部付近を示唆する

という古環境の変遷を示した。

因みに東京低地をはじめとする関東地方の縄文海進期

の堆積物について，これまでに有孔虫分析を試みた例に

は，寒流系のBuccella frigida を優占種とする群集は認め

られていない （Sekimoto and Endo, 1980 ；関本・遠藤，

1989；関本ほか，2006；関本ほか，2008）。

ただし，羽田 （関本ほか，2008） や川崎 （北里，1987）

の有楽町層相当層の有孔虫群集では寒流系種のElphid-

ium subarcticum が海進最盛期頃まで産出し，その後消

滅することが報告されている。またUjiié （1962, 1963） も

Elphidium  aff. magellanicum  （＝Elphidium subarcticum ）

を報告している。

千早コアでは全般に淡水の影響が強く，有孔虫を産し

ないのは，より陸に近いため淡水環境の影響が強いもの

と考えられる。

なお，金子ほか （2018） の研究では，前処理過程で

125 μ m 篩が使用されたが，サイズの小さな有孔虫も見

られるため，通常は74 μ m 篩を使用する点に注意が必要

である。

以上の有孔虫群集からの議論以外に，貝類群集からも

群集組成変化についての議論がなされており，さらに親

潮の影響がどのように古東京湾にもたらされたのか，バ

リアーの形成過程，東京湾湾口部の状況など様々な側面

からの議論を必要とするので，稿を改めて議論したい。

7.3　残された課題

武蔵野台地に 1km のグリッドを設定し，1km ごとに

E －W，N－S断面図，主要路線断面図を作成し，要所

については0.5 km や0.2 km の断面図を作成して武蔵野

台地の地下地質の検討を進めているが，要は 3 次元での

各地層単位の複雑な切り合い関係を解くことである。以

上については基準ボーリング，基準断面図の設定に続け

て述べるべきと思われるが，紙数の関係で稿を改めて議

論する。

かになった。さらに，テフラの同定やルミネッセンス法

による年代測定によって，基準ボーリングに時間軸を付

与することができた。その結果，武蔵野台地の地下に，

MIS9，MIS7，MIS5.5 の 3 回の海進堆積物が分布するこ

とが分かった （図10）。

武蔵野台地の中・後期更新世および以降の地形・地質

層序が，どのようにグローバルな気候変動・海水準変

動の枠組みに位置付けられるかは，図10に示す通りで

ある。

C層の鍵となるAta-Thテフラや，D層のTky-Ng1 テフ

ラが武蔵野台地地下で同定されたことは重要と思われ

る。図10では，本研究で確認できたテフラについての

み，図示している。下総層群中に本図に示していないテ

フラが存在することに注意されたい。

【赤羽台，三鷹，千早の3 本のコアから分かる古環境の

推移】

4.1～4.3に述べたように，赤羽台コア （Loc.6） のB

層，C層には有孔虫化石に基づき海の浸入が認められ，

D層も珪藻化石を参考にすると内湾環境が存在した可能

性が強い。三鷹コア （Loc.23） ではB層に海が浸入した

ことが有孔虫化石から明らかである。千早コア （Loc.2）

では有孔虫化石は検出できなかったが，B, C層とも珪藻

化石を参考にすると淡水環境が主であったが，C層の初

期には内湾の環境が存在した可能性があることが分かっ

た。B層に関しては，千早 （図 2 のLoc.2） には淡水域が

あり，当時の海岸線はLoc.2より東側，Loc.6との間に

存在した可能性がある。

・親潮系の寒冷な有孔虫群集の存在については，より広

域的な視点が必要である。

大宮台地 （浦和コアGS-UR-1） における木下層の有孔

虫群集の特徴 （金子ほか，2018など） を踏まえると，赤

羽台コアの東京層最上部から得られた有孔虫群集は，有

孔虫化石が産出しない木下層V帯上位の層準に対応する

可能性があり，三鷹コアのそれはBuccella frigida, El -

phidium  cf. kusiroense など親潮系の影響を示す木下層上

部 （V帯など） の群集に対応，赤羽台コアのＣ層は親潮

系の影響の強い大宮台地の上泉層の群集に対応する可能

性がある。したがって，奥東京湾と古鬼怒湾とに分断さ

れる前の古東京湾は，縄文海進時の海域（奥東京湾）と

は異なり，寒流系の群集が優占種となるような海況で

あったと考えられる。

東京でも，世田谷区の上用賀 （21） および駒沢公園

（19） コアの東京層の有孔虫化石群集が検討された （金子

ほか，2022）。上用賀では，Ammonia beccarii  forma 1 の
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D層 （文京層） の下位については，TE-5aやKs5 が最も

重要で，その有無が問題になる。

大磯丘陵，柄沢ローム層のKr-16は第一ミガキズナと

呼ばれたもので，横浜の屛風ヶ浦層や上総層群笠森層の

Ks5 に対比されている （上杉，1976；町田ほか，1980）。

赤羽台コアや千早コアの下部には未同定のテフラが少な

くないため，武蔵野台地部における地蔵堂相当層の有

無，地蔵堂層の鍵層であるTE-5aのさらなる検討を含め

て今後の研究の継続が必要である。
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1a,b: Ammonia beccarii  (a:spiral, b:ventral, 深度9.88m)  2a,b: Ammonia japonica  (a:spiral, b:ventral, 深度9.88m)  3a,b: Buccella frigida  (a:spiral, b:ventral, 深度
20.0m)  4a,b: Buccella makiyamae  (a:spiral, b:ventral, 深度20.0m)  5a,b: Rosalina australis  (a:spiral, b:ventral, 深度20.0m)  6a,b: Valvulineria hamanakoensis  
(a:spiral, b:ventral, 深度9.88m)  7: Elphidium advenum  ( 深度9.88m)  8: Elphidium  cf. clavatum  ( 深度9.88m)  9: Elphidium crispum  ( 深度9.88m)  10: Elphidium 
jenseni ( 深度9.88m)  11: Pseudononion japonicum  ( 深度9.88m)

図版1　赤羽台 （NU-AKD-1） コアから産出した主な有孔虫化石
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1a,b: Ammonia beccarii （深度15.35～15.40m）  2a,b: Ammonia beccarii   （深度15.55～15.60m）  3a,b: Buccella frigida   （深度15.35～15.40m）  4a,b: Buccella 
frigida   （ 深 度15.55～15.60m）  5a,b: Valvulineria hamanakoensis   （ 深 度15.80～15.85m）  6,7: Elphidium advenum  （ 深 度15.55～15.60m）  8: Elphidium  cf. 
clavatum   （深度15.80～15.85m）  9,10: Elphidium  cf. kusiroense  （深度15.55～15.60m）  11,12: Elphidium somaense   （深度15.80～15.85m）  13: Elphidium  cf. 
subgranulosum   （ 深 度15.55～15.60m）  14: Elphidium subgranulosum   （ 深 度15.55～15.60m）  15: Elphidium subincertum   （ 深 度15.55～15.60m）  16,17: 
Buliminella elegantissima   （深度15.55～15.60m）

図版2　三鷹 （NU-MTS-1） コアから産出した主な有孔虫化石


